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(百万円未満切捨て)
１．2019年３月期の連結業績（2018年４月１日～2019年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2019年３月期 3,856 △0.8 25 △65.5 32 △57.6 0 △98.2

2018年３月期 3,888 △2.6 74 △71.2 76 △71.0 51 △56.7
(注) 包括利益 2019年３月期 △13百万円( ―％) 2018年３月期 148百万円(△20.5％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2019年３月期 0.25 ― 0.1 0.9 0.7

2018年３月期 14.12 ― 3.9 2.0 1.9
(参考) 持分法投資損益 2019年３月期 ―百万円 2018年３月期 ―百万円

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2019年３月期 3,783 2,165 35.7 368.33

2018年３月期 3,805 2,193 35.9 373.08
(参考) 自己資本 2019年３月期 1,350百万円 2018年３月期 1,367百万円

※「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」(企業会計基準第28号平成30年２月16日)等を当連結会計年度の期首
から適用しており、2018年３月期の総資産及び自己資本比率については、当該会計基準等を遡って適用した後の値
となっております。

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2019年３月期 61 △40 △34 594

2018年３月期 190 △27 △68 610

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2018年３月期 ― ― ― 3.00 3.00 10 21.2 0.8
2019年３月期 ― ― ― 2.00 2.00 7 790.1 0.5
2020年３月期(予想) ― ― ― ― ― ―

（注）2020年３月期の配当金につきましては、現時点では未定であります。

３．2020年３月期の連結業績予想（2019年４月１日～2020年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 1,766 △8.5 46 505.0 44 234.4 35 ― 9.55

通 期 3,491 △9.5 88 240.5 82 153.9 63 ― 17.18

決算短信（宝印刷） 2019年05月14日 09時41分 1ページ（Tess 1.50(64) 20181220_01）

(財)財務会計基準機構会員

決算短信（宝印刷） 2019年05月14日 09時41分 1ページ（Tess 1.50(64) 20181220_01）



※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

新規 ―社 (社名)― 、除外 ―社 (社名)―

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2019年３月期 3,673,320株 2018年３月期 3,673,320株

② 期末自己株式数 2019年３月期 6,870株 2018年３月期 6,836株

③ 期中平均株式数 2019年３月期 3,666,471株 2018年３月期 3,666,500株

(参考) 個別業績の概要
１．2019年３月期の個別業績（2018年４月１日～2019年３月31日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2019年３月期 2,438 △3.1 34 △43.3 24 △46.8 1 △96.7

2018年３月期 2,516 △9.2 61 9.8 45 △48.5 40 △49.8

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2019年３月期 0.37 ―

2018年３月期 11.07 ―

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2019年３月期 2,037 717 35.2 195.68

2018年３月期 2,032 725 35.7 197.83

(参考) 自己資本 2019年３月期 717百万円 2018年３月期 725百万円

２．2020年３月期の個別業績予想（2019年４月１日～2020年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 1,312 7.0 35 166.0 31 ― 8.46

通 期 2,597 6.5 64 162.9 56 ― 15.27

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、本資料の発表日時点で入手可能な情報及び合理的な

一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提と
なる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、3ページ「１．経営成績等の概況（４）今後の
見通し」をご参照ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、企業収益や雇用・所得環境の改善を背景に、緩やかな回復基調で推移し

ましたが、米中間の貿易摩擦や中国経済の減速、海外経済の不確実性により、景気の先行きは依然として不透明な

状況が続いております。

このような経済状況のもと、当社グループは「利益重視」の観点から採算性のある取引へと継続的に見直しを行

って参りました。今期、食品事業はレトルト関係の商品が好調に推移しましたが、マット事業は低価格車用フロア

マットの販売増加による利益減少が大きく影響しました。

その結果、当連結会計年度の売上高は3,856百万円（前期比0.8％減）、営業利益25百万円（前期比65.5％減）、

経常利益32百万円（前期比57.6％減）、親会社株主に帰属する当期純利益0百万円（前期比98.2％減）となりまし

た。

セグメントの業績は次のとおりであります。

（産業資材事業）

輸出援助米用樹脂袋の販売は順調に推移しましたが、電線糸やインテリア資材といった黄麻製品の販売は減少し

ました。また、MAフレコン袋の販売は販売価格の低下により利益率が下がりました。その結果、売上高は719百万円

と前連結会計年度と比べ16百万円（前期比2.3％）の減収、営業利益は15百万円と前連結会計年度と比べ4百万円

（前期比24.3％）の減益となりました。

（マット事業）

日本国内及び海外の販売は、小型車・軽自動車用フロアマットの比率が増えるなど廉価な商品が増加したため、

売上高は低調に推移し利益率は悪化しました。その結果、売上高は1,875百万円と前連結会計年度と比べ34百万円

（前期比1.8％）の減収、営業損失は10百万円（前連結会計年度は47百万円の営業利益）となりました。

（食品事業）

パスタは、輸入品及び競合他社の影響を受けて減収となりましたが、レトルト関係の商品は、OEM生産の受注など

カレーの販売が増加しました。その結果、売上高は1,258百万円と前連結会計年度と比べ20百万円（前期比1.7％）

の増収、営業利益は18百万円と前連結会計年度と比べ14百万円（前期比409.7％）の増益となりました。

（不動産開発事業）

不動産開発事業は、売上高3百万円、営業利益2百万円となりました。

（２）当期の財政状態の概況

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当連結会計年度

の期首から適用しており、財政状態の状況については、当該会計基準等を遡って適用した後の数値で前連結会計年

度との比較・分析を行っております。

当連結会計年度末における総資産は3,783百万円、前連結会計年度末と比較して21百万円の減少となりました。主

な要因は、商品及び製品の増加27百万円、仕掛品の増加24百万円があったものの、受取手形及び売掛金の減少70百

万円、現金及び預金の減少15百万円があったためであります。

当連結会計年度末における負債は1,617百万円、前連結会計年度末と比較して6百万円の増加となりました。主な

要因は、短期借入金の減少100百万円、長期借入金の減少47百万円があったものの1年内償還予定の社債の増加150百

万円があったためであります。

当連結会計年度末における純資産は2,165百万円、前連結会計年度末と比較して28百万円の減少となりました。主

な要因は、配当金の支払等に伴う利益剰余金の減少10百万円、為替換算調整勘定の減少9百万円、非支配株主持分の

減少10百万円によるものであります。この結果、自己資本比率は35.7％となりました。
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（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度における現金及び現金同等物は前連結会計年度に比べ15百万円減少し594百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、前連結会計年度と比べ129百万円減少し61百万円の収入となりました。こ

れは、主としてたな卸資産の増加があったものの売上債権の減少があったためであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、前連結会計年度と比べ12百万円減少し、40百万円の支出となりました。

これは、主として有形固定資産の取得による支出があったためであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、前連結会計年度と比べ33百万円増加し、34百万円の支出となりました。

これは、主として短期借入金の減少、長期借入による収入及び社債の発行による収入があったためであります。

（４）今後の見通し

今後の見通しにつきましては、国内個人消費は緩やかな回復基調にあるものの、引き続き米中間の貿易摩擦や保

護貿易政策などによるグローバル経済への影響、国内においても消費増税など、先行き不透明な状況が予想されま

す。

このような状況のもと当社グループは、マット事業においてはデザイン力の強化に努め生産の効率化を図り、競

争力を向上させます。食品事業はレトルト関係の生産体制を強化し、新商品の開発を推し進め、売上・利益の拡大

を目指します。

2020年３月期は、売上高3,491百万円、営業利益88百万円、経常利益82百万円、親会社株主に帰属する当期純利益

は63百万円を見込んでおります。なお、為替レートは米ドル111円、ユーロ125円、タイバーツ3.49円を想定してお

ります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結財務

諸表を作成する方針であります。

なお、IFRS (国際財務報告基準) につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針でありま

す。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2018年３月31日)

当連結会計年度
(2019年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 616,923 601,149

受取手形及び売掛金 699,853 629,182

商品及び製品 191,515 219,224

仕掛品 123,372 147,533

原材料及び貯蔵品 294,421 316,514

その他 35,700 32,107

貸倒引当金 - △511

流動資産合計 1,961,786 1,945,200

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 258,819 251,759

機械装置及び運搬具（純額） 57,924 47,409

土地 795,778 791,941

リース資産（純額） - 18,758

建設仮勘定 155 1,636

その他（純額） 31,261 37,980

有形固定資産合計 1,143,938 1,149,486

無形固定資産 16,095 12,587

投資その他の資産

投資有価証券 608,225 604,724

繰延税金資産 45,954 44,955

その他 106,774 99,728

貸倒引当金 △77,625 △73,488

投資その他の資産合計 683,329 675,919

固定資産合計 1,843,363 1,837,993

資産合計 3,805,150 3,783,194
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2018年３月31日)

当連結会計年度
(2019年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 406,328 391,403

短期借入金 130,000 30,000

1年内償還予定の社債 10,000 160,000

1年内返済予定の長期借入金 136,440 133,504

リース債務 1,641 6,468

未払法人税等 5,808 4,499

賞与引当金 13,700 14,800

その他 122,494 113,307

流動負債合計 826,411 853,983

固定負債

社債 205,000 190,000

長期借入金 389,585 341,920

リース債務 - 24,623

繰延税金負債 47,753 49,557

退職給付に係る負債 139,996 155,067

長期預り保証金 2,500 2,500

固定負債合計 784,834 763,667

負債合計 1,611,246 1,617,651

純資産の部

株主資本

資本金 100,000 100,000

資本剰余金 564,343 564,343

利益剰余金 658,298 648,226

自己株式 △5,310 △5,324

株主資本合計 1,317,330 1,307,245

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △36,837 △35,047

為替換算調整勘定 87,397 78,273

その他の包括利益累計額合計 50,560 43,226

非支配株主持分 826,013 815,071

純資産合計 2,193,904 2,165,543

負債純資産合計 3,805,150 3,783,194
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2017年４月１日
　至 2018年３月31日)

当連結会計年度
(自 2018年４月１日
　至 2019年３月31日)

売上高 3,888,791 3,856,469

売上原価 3,103,598 3,106,813

売上総利益 785,192 749,655

販売費及び一般管理費 710,358 723,812

営業利益 74,834 25,843

営業外収益

受取利息 1,178 1,028

受取配当金 8,061 7,948

為替差益 10,296 14,014

雑収入 1,180 1,780

営業外収益合計 20,717 24,771

営業外費用

支払利息 9,998 9,264

社債発行費 2,759 2,289

支払保証料 3,913 3,872

雑損失 2,673 2,891

営業外費用合計 19,344 18,317

経常利益 76,207 32,297

特別利益

固定資産売却益 - 3,022

特別利益合計 - 3,022

特別損失

投資有価証券評価損 - 5,508

賃貸借契約解約損 - 8,931

特別損失合計 - 14,440

税金等調整前当期純利益 76,207 20,879

法人税、住民税及び事業税 20,595 15,531

法人税等調整額 △14,383 2,315

法人税等合計 6,212 17,847

当期純利益 69,994 3,032

非支配株主に帰属する当期純利益 18,229 2,104

親会社株主に帰属する当期純利益 51,765 928
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2017年４月１日
　至 2018年３月31日)

当連結会計年度
(自 2018年４月１日
　至 2019年３月31日)

当期純利益 69,994 3,032

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △18,119 1,789

為替換算調整勘定 96,411 △18,658

その他の包括利益合計 78,292 △16,868

包括利益 148,287 △13,835

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 80,791 △6,405

非支配株主に係る包括利益 67,495 △7,430
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 2017年４月１日 至 2018年３月31日）

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 100,000 564,343 624,865 △5,299 1,283,909

当期変動額

剰余金の配当 △18,332 △18,332

親会社株主に帰属す

る当期純利益
51,765 51,765

自己株式の取得 △11 △11

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

―

当期変動額合計 ― ― 33,432 △11 33,421

当期末残高 100,000 564,343 658,298 △5,310 1,317,330

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券評価差

額金
為替換算調整勘定

その他の包括利益累計

額合計

当期首残高 △18,717 40,252 21,534 758,517 2,063,961

当期変動額

剰余金の配当 △18,332

親会社株主に帰属す

る当期純利益
51,765

自己株式の取得 △11

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△18,119 47,145 29,025 67,495 96,521

当期変動額合計 △18,119 47,145 29,025 67,495 129,942

当期末残高 △36,837 87,397 50,560 826,013 2,193,904
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当連結会計年度（自 2018年４月１日 至 2019年３月31日）

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 100,000 564,343 658,298 △5,310 1,317,330

当期変動額

剰余金の配当 △10,999 △10,999

親会社株主に帰属す

る当期純利益
928 928

自己株式の取得 △13 △13

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

―

当期変動額合計 ― ― △10,071 △13 △10,084

当期末残高 100,000 564,343 648,226 △5,324 1,307,245

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券評価差

額金
為替換算調整勘定

その他の包括利益累計

額合計

当期首残高 △36,837 87,397 50,560 826,013 2,193,904

当期変動額

剰余金の配当 △10,999

親会社株主に帰属す

る当期純利益
928

自己株式の取得 △13

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

1,789 △9,123 △7,333 △10,942 △18,276

当期変動額合計 1,789 △9,123 △7,333 △10,942 △28,361

当期末残高 △35,047 78,273 43,226 815,071 2,165,543
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2017年４月１日
　至 2018年３月31日)

当連結会計年度
(自 2018年４月１日
　至 2019年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 76,207 20,879

減価償却費 71,758 58,159

投資有価証券評価損益（△は益） - 5,508

貸倒引当金の増減額（△は減少） △100 △3,623

賞与引当金の増減額（△は減少） 900 1,100

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 14,123 16,493

受取利息及び受取配当金 △9,240 △8,976

支払利息 9,998 9,264

固定資産売却損益（△は益） - △3,022

売上債権の増減額（△は増加） △26,049 72,364

たな卸資産の増減額（△は増加） 147,861 △79,350

仕入債務の増減額（△は減少） △43,362 △10,885

その他 △14,149 726

小計 227,948 78,637

利息及び配当金の受取額 9,240 8,976

利息の支払額 △9,475 △9,254

法人税等の支払額 △36,825 △16,795

営業活動によるキャッシュ・フロー 190,887 61,565

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △18,448 △36,801

有形固定資産の売却による収入 - 3,937

投資有価証券の取得による支出 △92,713 △5,893

投資有価証券の売却による収入 86,684 -

貸付金の回収による収入 690 58

預り保証金の返還による支出 △1,350 -

その他 △2,192 △1,316

投資活動によるキャッシュ・フロー △27,329 △40,015

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 30,000 △100,000

長期借入れによる収入 - 100,000

長期借入金の返済による支出 △154,536 △150,601

社債の発行による収入 97,240 147,710

社債の償還による支出 △11,000 △15,000

配当金の支払額 △17,937 △10,777

非支配株主への配当金の支払額 - △3,512

リース債務の返済による支出 △12,123 △2,720

その他 △11 △13

財務活動によるキャッシュ・フロー △68,368 △34,914

現金及び現金同等物に係る換算差額 10,402 △2,410

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 105,591 △15,774

現金及び現金同等物の期首残高 504,827 610,418

現金及び現金同等物の期末残高 610,418 594,644
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(追加情報)

当連結会計年度（自 2018年４月１日 至 2019年３月31日）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当連結会計年度の

期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分に表示し

ております。

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１ 報告セグメントの概要

(1) 報告セグメントの決定方法

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、本社に製品・サービス別の事業部を置き、各事業部は取り扱う製品・サービスについて国内及び海外の

包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。従って、当社では事業部を基礎とした製品・サービス別の

特性等に基づくセグメントから構成されており、「産業資材事業」、「マット事業」、「食品事業」、「不動産開

発事業」を報告セグメントとしております。

(2) 各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類

「産業資材事業」は主として黄麻製品、大型包装資材等の販売事業を行っております。「マット事業」は自動車

用フロアーマット等の製造販売事業を行っております。「食品事業」はスパゲッチ、マカロニ、レトルトソース等

の製造販売事業を行っております。「不動産開発事業」は不動産賃貸事業を行っております。

　

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」にお

ける記載と概ね同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

　

３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自 2017年４月１日 至 2018年３月31日）

（単位：千円）

報告セグメント

合計産業資材
事業

マット
事業

食品事業
不動産
開発事業

売上高

　外部顧客への売上高 736,343 1,909,929 1,237,375 5,143 3,888,791

　セグメント間の
　内部売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 736,343 1,909,929 1,237,375 5,143 3,888,791

セグメント利益 20,031 47,408 3,657 3,736 74,834

セグメント資産 174,981 1,932,394 1,109,538 20,905 3,237,820

その他の項目

減価償却費 3,034 34,418 34,296 8 71,758

有形固定資産及び無形固定資産の
増加額

― 16,872 3,090 ― 19,963

（注）管理部門の減価償却費は共通費として全額各セグメントに配賦しております。

決算短信（宝印刷） 2019年05月14日 09時41分 13ページ（Tess 1.50(64) 20181220_01）



日本製麻株式会社(3306) 2019年３月期 決算短信

－ 12 －

当連結会計年度（自 2018年４月１日 至 2019年３月31日）

（単位：千円）

報告セグメント

合計産業資材
事業

マット
事業

食品事業
不動産
開発事業

売上高

　外部顧客への売上高 719,521 1,875,230 1,258,298 3,418 3,856,469

　セグメント間の
　内部売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 719,521 1,875,230 1,258,298 3,418 3,856,469

セグメント利益 15,161 △10,042 18,641 2,082 25,843

セグメント資産 155,604 1,924,843 1,114,655 19,192 3,214,296

その他の項目

減価償却費 876 31,547 25,727 8 58,159

有形固定資産及び無形固定資産の
増加額

― 34,916 10,540 ― 45,456

(注）管理部門の減価償却費は共通費として全額各セグメントに配賦しております。

４ 報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調整に関する事項)

(単位：千円)

資産 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 3,237,820 3,214,296

全社資産（注１） 567,330 568,897

連結財務諸表の資産合計 3,805,150 3,783,194

（注)１．全社資産は、主に親会社での余資運用資金(現金及び預金)、長期投資資金(投資有価証券)及び管理部門に係

る資産であります。

２．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当連結会計

年度の期首から適用しており、前連結会計年度の全社資産及び連結財務諸表等の資産合計については、当該

会計基準等を遡って適用した後の値となっております。

　

(単位：千円)

その他の項目

報告セグメント計 調整額（注) 連結財務諸表計上額

前連結会計年度 当連結会計年度 前連結会計年度 当連結会計年度 前連結会計年度 当連結会計年度

有形固定資産
及び無形固定
資産の増加額

19,963 45,456 950 19,746 20,913 65,202

（注）有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、本社建物の設備投資額及び本社基幹システム更新費用で

あります。
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(１株当たり情報)

１株当たり純資産額及び算定上の基礎並びに１株当たり当期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであ

ります。

項 目
前連結会計年度

（2018年３月31日）
当連結会計年度

（2019年３月31日）

(1) １株当たり純資産額 (円） 373.08 368.33

(算定上の基礎)

連結貸借対照表の純資産の部の合計額 (千円) 2,193,904 2,165,543

普通株式に係る純資産額 (千円) 1,367,890 1,350,472

差額の主な内訳

非支配株主持分 (千円) 826,013 815,071

普通株式の発行済株式数 (千株) 3,673 3,673

普通株式の自己株式数 (千株) 6 6

１株当たり純資産額の算定に用いられた
普通株式の数

(千株) 3,666 3,666

項 目
前連結会計年度

（自 2017年４月１日
至 2018年３月31日）

当連結会計年度
（自 2018年４月１日
至 2019年３月31日）

(2) １株当たり当期純利益金額 （円） 14.12 0.25

(算定上の基礎)

親会社株主に帰属する当期純利益 (千円) 51,765 928

普通株主に帰属しない金額 (千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益

(千円) 51,765 928

普通株式の期中平均株式数 (千株) 3,666 3,666

(注）潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については潜在株式が存在しないため記載しておりません。

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

４．その他

（１）役員の異動

① 新任執行役員（2019年５月１日付）

新役職名 氏名 旧役職名

執行役員 北陸工場 工場長 矢部 勲 北陸工場 工場長

執行役員 北陸支店
ボルカノ食品事業部 支店長

石井 則光
北陸支店
ボルカノ食品事業部 支店長
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